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産業分野でのリモートセンシング 2

防災
農業
森林
海洋
インフラモニタリング

新しい「宇宙基本計画」では、
宇宙から観測されるデータ
の利活用に大きな期待
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制度設計
社会実装

知の提供

産官学の役割分担 3

産：科学技術の実用化、産業化
官：制度設計、社会実装
学：新しい科学技術の開拓、進歩

学

産

官

知の提供
就職

共同研究

情報の提供
納税

研究費

Open&Free Publication

Cloud
Global
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BizEarth 4

アジア航測株式会社
宇宙技術開発株式会社
ESRIジャパン株式会社
国際航業株式会社
株式会社サテライト・ビジネス・ネットワーク
JX金属探開株式会社
ジオテクノス株式会社
スカパーJSAT株式会社
株式会社地圏環境テクノロジー
日本電気株式会社
日本マイクロソフト株式会社
株式会社パスコ
Harris Geospatial株式会社
株式会社ビジョンテック
富士通株式会社
三井物産セキュアディレクション株式会社
一般財団法人 リモート・センシング技術センター
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BizEarthによる地球観測衛星活用社会の提案
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リモートセンシング情報の受け手 6

インフラモニタリング
 国土強靭化と密接な関係

農業
 農業データ連携基盤（WAGRI）との連携

森林
 違法伐採、気候変動

海洋
 漁業、海洋監視

受け手の多様性
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まとめ 7

 リモートセンシングの実利用が進み始めている

 産官学の役割分担が重要

 実利用を踏まえた、基幹衛星の整備が必要

 最初は、官がサービスの受け手になる

 ニーズを持つ受け手の開拓

 宇宙には閉じてない～航空機、ドローン、IoT


